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要 約
本稿は、 国民の神社信仰に内在する 宗教的エート ス が国家神道（ 国家の法制
的・ 形式的な神道） と 連関する 蓋然性を研究設問に位置づけ、 天皇慈恵主義（ 政
策理念）と 関連する 神道の法制的・ 形式的側面から 、福祉思想に影響を及ぼす［ 領
域 1： 神］ の共時的・ 通時的特徴を考察し た。 その結果、 明治期以降の神道に基
づく 国民教化政策は「 戦争体制の下での全体主義的な諸制度の一翼」（ 池田1986）
を担う 戦時厚生事業と 重なる 昭和初期、 大日本帝国憲法下の最高権威を「 皇祖皇
宗」 に位置づける 法秩序（ 水林2006） と し て確立し た蓋然性が高い。
法史学研究の成果（ 水林） が示す上述の議論は、 近代期の福祉思想に影響を及
ぼし た天皇慈恵主義（ 国家神道と 関連する 政策理念） と 天皇制に係る 法秩序形成
の共時的・ 通時的な関連性を示唆し ている のではないかと 考える 。
キ ー ワ ー ド ： 福祉思想、 宗教的エート ス 、 神道、 天皇制、 倫理思想
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1 ． はじ めに
先に筆者（ 2020） は、 近代期の日本で進展し た慈善事業・ 社会事業・ 戦時厚生事業の思
想（ 以下「 福祉思想」 と いう ） を研究対象に位置づけ、その共時的特徴（ 同時代の文化的・
社会的側面に影響を受けた福祉思想の特徴） と 通時的特徴（ 時系列の推移で変容し た福祉
思想の特徴なら びに継承さ れた福祉思想の特徴） を論究する ため、 倫理思想史の先行研究
（ 佐藤2003） に基づき 、 本研究の分析枠組みを検討し た。 その結果は表 1 のと おり である 。
表 1 倫理思想の 領域と 現出し た 時代
時期区分 ［ 領域 1： 神］ ［ 領域 2： 仏法］ ［ 領域 3： 天］ ［ 領域 4： 文明］
古代 原初神道
中古～中世 ↓ 仏教
近世 復古神道 ↓ 儒学・ 国学等
近代 国家神道 ↓ ↓ 西洋文化
※佐藤正英（ 2003： 2５-26）「 日本倫理思想史」 に 基づ き 筆者作成
一方、 筆者（ 坪井） は福祉思想に関する 吉田久一（ 1979・ 1989・ 2003） の主要な研究成
果（ 以下、「 先行研究（ 吉田）」 と いう ） を取り 上げ、 史観を中心と し た分析視座の特徴を
考察し た。 その結果、先行研究（ 吉田） が提示し たヴェ ーバー（ Weber, M.） の理念型（ 宗
教的エート ス ） は、 福祉思想を研究する 社会科学的な史観の である こ と を明ら かに
し た。
ま た、 吉田（ 2003： 2-3） は「 日本でも 従来から 仏教福祉思想史や、 キリ ス ト 教福祉思
想史の先行研究に恵ま れている 。 し かし 研究はおおむね個別研究に終り 、 儒教的福祉思想
史を含めて、 総合的に日本社会福祉思想史に果し た宗教の役割は明ら かにさ れてこ なかっ
た」 と 論じ 、「 西欧では政治や経済の発展と と も に、内面的にそれを支える ギリ シャ 的『 博
愛』 と 、 キリ ス ト 教的『 隣人愛』 が対峙し ながら 、 西欧社会福祉を『 連続』 し てき た。 日
本でも 古代・ 中世は仏教的『 慈悲』、 近世では儒教的『 仁愛』 や『 仁政』、 明治時代はキリ
ス ト 教的『 慈善事業』 がその『 開拓』 的役割を果し たが、 政策を支える 内面的役割を担う
エート ス に乏し く 、 社会福祉の『 不連続』 性は否定し がたい」 と 指摘し ている 。 吉田の議
論は、 ヴェ ーバー（ Weber, M.） の理念型（ 宗教的エート ス ） に基づく 社会福祉と 宗教思
想の関係性を示唆し ている が、 倫理思想史の先行研究（ 佐藤2003） が倫理思想の領域に位
置づけた［ 領域 1： 神］、 すなわち古代に現出し た「 原初神道」 から 近代の「 国家神道」
に至る 神道を取り 上げていない。
そこ で筆者（ 坪井2020c） は、分析枠組みの領域で最も 多く の時代に現出し た［ 領域 1：
神］を研究対象に位置づけた。 そし て、福祉思想（ 吉田 2003）、近代期の神道と 社会事業（ 藤
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本2009）、 国家神道（ 阪本 1994） の先行研究の議論およ び丸山（ 1992） が提唱する 思想史
のカテゴリ ーに基づき 、近代期に発刊さ れた関連文献（ 文部省宗教局［ 1916］『 宗教要覧』、
河野省三［ 1925］『 神道大鋼』） を分析し 、 神道に内在する 倫理思想の共時的・ 通時的特徴
およ び社会事業関連の政策を支える 内面的役割を担う エート ス と の関係性を考察し た。 そ
の結果、 近代期の神道は、 国民の神社信仰に内在する 宗教的エート ス 1） が国家の法制的形
式的な神道、 すなわち国家神道と 連関する 蓋然性を導出し た。
社会福祉史の先行研究（ 池田1986・ 吉田1989） は、 近代期の慈善事業 ･ 社会事業 ･ 戦時
厚生事業に対する 天皇慈恵主義（ 国家神道と 関連する 政策理念） の影響を指摘し ている 。
つま り 、 近代期の福祉思想は、 天皇慈恵主義の基盤である 国家神道に影響を受けていた蓋
然性が高い。 そこ で本稿は、 天皇慈恵主義と 関連する 神道の法制的・ 形式的側面から 、 福
祉思想に影響を及ぼす［ 領域 1： 神］ の共時的特徴（ 同時代の文化的 ･ 社会的側面に影響
を受けた神道の特徴） と 通時的特徴（ 時系列の推移で変容し た神道の特徴なら びに継承さ
れた神道の特徴） を考察する 。
2 ． 神道と 宗教的エート ス
社会学の分野で著名なヴェ ーバー（ Weber, M.） によ る 理念型（ Idealypus） は、 概念が「 無
限の多様性をも つ現実を一面的にし かと ら えら れない」 と いう 前提に基づき 「 多様な現実
の中の諸特性から 、 主観的な価値や関心に従って、 ある 部分を『 知る に値する も の』 と し
て選択し 、 それを研究者の観点に沿って論理的に矛盾のないよ う に構成し たモデル」（ 岩井
1994： 21-22） をいう 。
ヴェ ーバー（ Weber, M.＝1989： 141） は「 宗教的信仰およ び宗教生活の実践のう ちから
生み出さ れて、個々人の生活態度に方向と 基礎をあたえる よ う な心理的起動力」 を重視し 、
「 宗教的思想」 を 理念型（ Idealypus） と し て提示し た。 そし て、 心理的起動力と 理念型を
連関する 概念がエート ス である 。 宗教社会学者の岩井（ 1994： 24・ 29） によ れば、 エート
ス は「 ある 種の倫理が人々の内面に血肉化し 、 それが半ば無意識的に人々を特定の行動様
式や生活様式へと 駆り 立てる よ う な起動力」 であり 、ヴェ ーバー（ Weber, M.） によ る 「 宗
教経済倫理」（ 世俗内的禁欲など） は「 人々を経済行為へと 向かわせる 起動力と し ての宗
教的エート ス 」 である と いう 。 では、 古代の「 原初神道」 から 近代の「 国家神道」 に至る
神道（ 表 1 の［ 領域 1： 神］） は「 人々を 特定の行動様式や生活様式へと 駆り 立てる よ う
な起動力」 と し て、 どのよ う な特徴を有し ている のだろう か。 そこ で本稿は、 ヴェ ーバー
（ Weber, M.） の「『 支配の正当性』 の三つの純粋型論」 2） に基づき 、 法史学の観点から 、 神
道と 関連する 「 天皇制の本質、 起源、 およ びその歴史的展開」 について考察し た水林
（ 2006： 1・ 15） の『 天皇制史論』 を援用し ながら 、 神道における 宗教的エート ス の共時的
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特徴（ 同時代の文化的・ 社会的側面に影響を受けた神道の特徴） と 通時的特徴（ 時系列の
推移で変容し た神道の特徴なら びに継承さ れた神道の特徴） を考察する 。
3 ． 神道における 宗教的エート ス の共時的特徴と 通時的特徴
倫理思想史の先行研究（ 佐藤2003： 27-55） によ れば、 原初神道（ 表 1 の「 古代」 に現
出し た神の形態） における 〈 も の〉 神は、 人々が暮ら す世俗世界に外在する 他物であり 、
災厄（ 自然災害や疫病の流行など） と いう 現象で現れる 存在（ 祟り 神） であった。 やがて
「〈 も の〉 神は、 祭祀を介し て、 祟り 神から 豊穣と 富裕と 安穏をも たら す神へと 変貌」 し 、
祭祀の担い手＝国の統治者になっていったと いう 。 ま た、『 古事記』 や『 日本書記』 は「〈 も
の〉 神を祀る ひと をめぐ る 物語」 が記さ れており 、 彼ら は〈 たま 〉 神と よ ばれ、 祭祀の対
象と なった。 こ のよ う に倫理思想の［ 領域 1： 神］ は、 国の統治者（ 天皇） と 〈 たま 〉 神
の関連性が共時的・ 通時的特徴に位置づけら れる 。
ま た、神道における 神は、紀元前10世紀後半から 紀元 2 世紀の弥生時代と 関連し ている 。
民俗学者の設楽（ 2014） によ れば、 弥生時代は灌漑式の水稲耕作（ 以下「 稲作」） と いう
農耕形態によ り 、 人々の社会統合（ 稲作の共同作業や水田の共同管理など） が進み、 身分
階層が形成さ れた。 さらに、 生業を継承する 基盤と し て稲霊信仰が広ま り 、 イ エ（ 家） の存
続を重視する 祖先祭祀や氏族神信仰と 結びついていった。 こ のよ う に稲作（ つま り 農耕）
が人々の暮ら し や社会・ 文化を変容する 状態は農耕文化複合と 定義さ れる 。 よ って、 民俗
学の知見に基づく なら ば、倫理思想における［ 領域 1： 神］ は農耕文化複合と いう 文化的・
社会的側面の共時的・ 通時的特徴と 関連し ている 。
一方、 法史学者の水林（ 2006： 23・ 286） は、 天皇制を「 支配の法的正当性の問題」 で
ある と 指摘し 、「 律令天皇下の政治的秩序」 を正当化し た『 古事記』（ 712年） の成立以降、
「 神々と 祭祀の秩序（ ウ ヂ） にかわって、位階と 官職の秩序（ イ エ） が必要と さ れ（ 中略）、
さ ら にヤカラ （ ウ ヂ） から イ エへと いう 歴史的趨勢のも と で後者（ 筆者注： 位階と 官職の
秩序） がし だいに重要度を増すこ と によ って、 神々と 祭祀の秩序の上にたつ天皇制の祭祀
王権的外観はやがて消滅し 、 人的身分制的支配関係を官位制によ って法的に秩序づける 俗
的権威と し ての側面が純粋なかたちで顕現し てく る のであった」 と 論じ ている 。 水林の議
論は、 倫理思想史（ 佐藤2003） における 〈 も の〉 神が「 祭祀を介し て、 祟り 神から 豊穣と
富裕と 安穏をも たら す神へと 変貌」 し 、 祭祀の担い手＝国の統治者と なった通時的特徴を
「 支配の法的正当性」 から 考察し ている と いえよ う 。
水林（ 2006： 303） によ れば、 1870（ 明治 3） 年 1 月に発布し た『 大教宣布の詔』 で神
道に基づく 国民教化政策を推進し た明治期の政府（ 以下「 明治政府」 と いう ） は、 大日本
帝国憲法の発布（ 1889年 2 月） によ り 「 天皇が―律令天皇制以来の伝統を否定し て―最高
128
近代期の日本における 福祉思想の社会構造史⑸
権力者に君臨する こ と になった」 と いう 。 そし て「 天皇の権力は天皇以外の何物かによ っ
て権威づけら れ、 正当化さ れなければなら なく なる 。 そし て、 その権威は、 天皇制の原型
たる 律令天皇制の原理に遡り 、『 皇祖皇宗』 に求めら れる こ と になった」 と いう 。 歴史学
者の山室（ 1994： 136-137） によ れば、 1889（ 明治22） 年 2 月に発布さ れた大日本帝国憲
法は「 天照大神の神裔である がゆえに正統性を有する と いう 弁証」 を図る と と も に「 文明
国標準」 の「 立憲主義」 を両立さ せた「 律令制的現御神と 立憲制的君主」 の接合が特徴で
あり 、 水林の議論を包含し ている 。
こ のよ う に倫理思想の神は、 古代の「 原初神道」 から 近代の「 国家神道」 に至る 過程で
「 神々と 祭祀の秩序の上にたつ天皇制の祭祀王権的外観」 から 「 人的身分制的支配関係を
官位制によ って法的に秩序づける 俗的権威」 に社会的位置づけが変容し たと いえよ う 。
4 ． おわり に
上述のと おり 、 大日本帝国憲法下の「 最高権力者」 に位置づけら れた「 天皇の権力は天
皇以外の何者かによ って権威づけら れ、 正当化さ れねばなら なく なる 。 そし て、 その権威
は、 天皇制の原型たる 律令天皇制の原理に遡り 、『 皇祖皇宗』 に求めら れる こ と になった」
が、 水林（ 2006： 303-310） によ れば、 その役割を担った代表的人物が法学者の穂積八束
と 上杉慎吉である 。 彼ら は、 大日本帝国憲法における 秩序の最高権威を「 皇祖皇宗」 に位
置づけ、「 新し い権威・ 権力秩序を弁証する 法学（ 憲法学） を構築し た」 と いう 。
一方、 穂積・ 上杉と 異なり 、 法学者の美濃部達吉は、 大日本帝国憲法の最高権威を「 法」
に位置づけ、 所謂「 天皇機関説」（ 天皇は法のも と にある 国家の機関） と 定義し た。 水林
によ れば、 美濃部達吉が「 最高の権威と 観念し ていた法は、 西洋産ま れの立憲主義原理」
であり 、 大日本帝国憲法体制下の「 正統的秩序観念と はいいがたいも のであった。 律令天
皇制の伝統の延長線上に位置する のは、 穂積・ 上杉の憲法論」 であり 、 1935（ 昭和10） 年
の「 天皇機関説事件」 を経て「 上杉説（ 筆者注： 穂積・ 上杉の憲法論） が政治的な形で正
統学説の地位を獲得し た」 と いう 。
こ の歴史的事象は、 1870（ 明治 3）年 1 月発布の『 大教宣布の詔』で明治政府が示し た「 神
道に基づく 国民教化政策」 を起点と する 通時的特徴に位置づけら れる 。 そし て「 純然たる
機構・ 制度と し ての『 国家神道』 にはじ めてイ デオロ ギー・ 思想が付加」 さ れた1936（ 昭
和11） 年の紙祇院創設（ 阪本1994： 286・ 329） 同様、 水林が論じ る 「 天皇機関説事件」 以
降の歴史的事象は「 自由主義的な社会事業」 が「 戦争体制の下での全体主義的な諸制度の
一翼」（ 池田1986： 676） を担う 戦時厚生事業に変容する 時期と 重複し ている 。 し たがって、
法史学研究の成果が示す上述の議論は、 近代期の福祉思想に影響を及ぼし た天皇慈恵主義
（ 国家神道と 関連する 政策理念） と 天皇制に係る 法秩序形成の共時的・ 通時的な関連性を
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示唆し ている のではないか。
そこ で今後は、 近代期の福祉思想に対する 天皇慈恵主義の影響を論究する ため、［ 領域
1： 神］ の宗教的エート ス と 天皇制の法秩序形成の関係性を実証的に分析・ 考察する 研究
に取り 組みたい。
5 ． 注
1）  社会学者の折原（ 2009： 9） は「 社会学が『 歴史研究への基礎的予備学』 と し て整備
さ れたう え、 歴史研究（ 特定の『 特性把握』 と 『 因果帰属』） に応用、 展開さ れ、 そ
う いう 歴史研究の個々の成果が、翻って社会学に編入」 さ れる と いう「 歴史学と の「『 相
互媒介』『 漸進的－相乗的相互補完』 の関係」 を 提唱し ている 。 本研究も ヴェ ーバー
（ Weber, M.） が考案し た宗教的エート ス を「 歴史研究への基礎的予備学」（ 折原） の成
果に位置づけ、 近代期の日本における 福祉思想の歴史研究に応用する 。
2）  水林（ 2006： 13-15） はヴェ ーバー（ Weber, M.） の「 Legitimität 概念」 が「 実質的正
当（ 正統） 性を問題と する 概念ではなく 、 支配の Rechtsgründe（ 法 = 権利根拠） の歴
史的諸形態を 問題と する 法史学的な いし 歴史社会学的概念で あ っ た。 そ し て、
Legalität は、 そのよ う な支配の Legitimität（ Rechtsgründe） の歴史的諸形態のう ちの一
つ―西欧では近代になっ てはじ めて普遍化する 形態―であり 、『 合法性』 と いう 、 法
現象を 広く 指示する 名辞ではなく 、『 合法律性』『 合法律的支配』『 制定法支配』 など
の訳語が適切な概念であった」 と 論じ ている 。
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